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電力襲撃器の負荷と出．力等の珊珊

助敦疫黒部貞一
　　　（暖｛震125Sll　l，月27鑓憂三域り

II）he　II〈’el．atioii1　Betweeiii　the　1．．oaCl　and　the　（）utptit

　　　　　　　　　　　　etc．　of　the　IPow¢r　Oscillator

1”eiichi　　H二urol）（） の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　The　load　is　not　constant　and　varies　considerably　on　the　powey　oscillator　which　is　employed　by

the　high　frequency　industry　except　communication．　So　1　studied　theoreticaily　the　relation　between

the　load　resistance　and　the　output，　the　grid　loss，　the　plate　loss，　ar．d　the　efficieney　afsuming　that　the

vacume　tube　characteristics　are　linear　and　the　grid　current　wave　form　is　triangle．　’1’he　results

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疑．．obta｛ned　are　as　foilows．

　　　　〈1）　The　case　the　grid　leak　resistance　is　constant．

　　　　　　　　（a）　The　case　assuming　that　the　plate　curyent　’一’一一　the　emlssion　current．

　　　　The　output，　the　grid　loss，　t　nd　the　efficiency　increase　as　the　load　res’stance　increases．

　　　　　　　　（b）　The　case　assuming　that　the　plate　current　：：：　the　emission　current　一　the　grid　current．

　　　　The　output，　the　plate　loss　and　the　efficiency　have　the　maximum　value．　The　maximum　point

of　the　output　is　near　Ep　r．itVi」”a　t，iax　k“　1，　the　maximum　point　of　the　plate　loss　is　near　Ep　iiL．it，／Eg　Ttiax

≒1◎，and　the　maximum　p・醸・f　the　efficienc｝・is　nea・El加i、ノFg　m眠≒0．5．　The　plate　1・ss　curve

is　very　sharp，　the　effic｛ency　curve　is　flat，　ancl　the　output　curve　is　middle．　’i”1）e　grid　loss　increases

and　saturates　as　the　load　resistance　increases．

　　　　（2）　The　case　the　grie　bias　is　constant．

　　　　　　　　（a）　The　case　assuming　that　the　plate　currcnt　＝T一　the　emission　currcnt．

　　　　The　output，　the　grid　loss，　and　the　effic｛ency　increase　as　tl’］e　load　resistance　decreases．

　　　　　　　　〈b）　The　case　assuming　that　the　plate　curren＃　＝；一丁　tl｝e　emission　current　一　tl｝e　grid　current．

　　　　The　grid　bias　is　constant　at　the　twe　different　grid　leak　resistances，　and　at　the　sm．all　grid　leak

resistance　the　output　and　the　grid　loss　are　very　large．　ln　the　range　of　the　large　s，rid　leak　resistancc

the　output　and　the　grid　loss　increase　as　the　load　resistance　decrease，　otherw：se　in　the　rat）ge　of　the

smali　grid　leak　resistance　these　relations　are　inverse　ane　the　output　1｝ave　maximum　value．

　　　　（3）　’1“he　case　Ep．i，，IEil，，，a，　一一’　1．．2　and　asstiniinL．T，．　that　tl｝e　plate　ctirrent　r一一　the　einissioR　etirrent

　　　　　　　　－the　grid　curerent．　一・

　　　　’rhe　output，　the　grid　loss，　and　tl｝e　plate　｝oss　imcrease　as　the　load　resistance　decre：ises，　and　the

efficiency　relation　is　inverse．　’
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9

　　　　　　　　　　　　　　　　　1緒　　　　雪

　　高周波加熱，Diathei’myの如き最期以タトの高拮1波適用に潔いられる高周波電源は廉に電力獲振

器である．即ち獲撮藩に直接解糖を糸ll合して電力を供給するものである．高周波駅路に之が刑いら

れる七山は適當な遮蔽室を設ければ寮闇に獲射されるエネルギー一は無1琵出來る稚度であるから，周

波数安定度がきびしくなV・ことと無線途4謝幾の如く水品獲振器，拗振器，電力塘幅器等よりなる物

に比し慣格が遙かに安く，叉保守も遙かに容易であるからである．

　　術して斯かる高周波純1用に撃ては員荷が攣動ずることが特徴である．A倒懸幅器ならば定起’電

力，1定内部抵抗の渡電機と考えられるから，電荷と出力の關係をよ資荷インピーダンス＝内部抵抗，

即ちずンピーグンス整合のとき最大出力が褐られる．叉此の時能率も最大にして50％である．而し

B級及びC級増幅器に於ては定≒起電力ではあるが内部抵抗は員荷と共に墾動し，出力最大の鮎は資

荷インピ・・＋ダンス＝内部抵抗の黙ではなくて内部抵抗よりも小なる黙である．叉能率は員荷の大な

る稚よくなる．而して獲振器の場合は起電力，内部抵抗共に員荷と共に墾動し費荷と出力等の醐係は

糟幅器の如く簡胆には求めら服しす，未だ明らかにされていない．そこで筆者は眞室管の特性を：linear

とし格子電流波形を三角波と假定して，理論的に之等の嗣係を求め，ここに獲表した次第である．

　　　　　　　　　　　　　　II格子偏俺喚呼一定なる場合

　　　　　　　　1．出　　　　　力

　　搬振器は反結合彼振器であればイli！れの型でもよいが，便

宜上ハートレー塑獲振旨倖を第1圃にのせtdi．砂州躯電璽tl，電

流，格壬電瞳，電流等の關係が第2岡の如くなることは周知

の通りである、

　　今虞空管の特性をllneftrと假定すれば

　　　　　　　　　　　　　　　　鰯一賜、cosω！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）…　〈1）　　　　ip　”’　ytn　（h－Ec　’“　Ey　cos　a）t＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pt

C8
」’騨

””” @ξ戸

一・1欄昏

　　filB一
mhpmw．，．，．．］

　　　Cf：z　．一1

第1團　獲　振　器　｛円　路



10　　　　　　　　黒部．虞㌧・一一

個し

　　　　ip＝陽極電流瞬時値

　　　　鰯＝陽極直流濡鼠

　　　　Epコ陽極交流電塵振幅（基オ父波）

　　　　Ec＝＝格子偏イ奇電罐

　　　　賜・＝格子交流四三ミ振幅（基本波）

　　　　μ　＝塘幅率

　　　　グ、，、課相互コンダクタンス

　　Ecなる格子・偏碕三二は格子・漏洩抵抗Rgの爾

端の直流電塵で，下荷が攣化すればRgをカll減して

Ecを一窺に保つものとす．

　　今cot　＝　Opのときi2）＝，O，即ちOpを：陽極電

洌藍流通角のソ」と一ず才Lレご，（蓋）∫℃より

　　　　　　　　瑞一Eノノμ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L，）　　　　COS　01）　＝
　　　　　　　　Eo　im　E2）／xt

　　この關係を（1）式に代入すれば

　　　　i。　＝＝　gm　〈Et，一Ep／xt）（、。、ω1一、。、θ，）．・（3）　第2圖陽鷹旭選，電流，柵燃・蝋・關係

　．（3）式をフ・一一一リエの級激により基本波IPiを求むれば

　　　　　　玩一∫㌦（瑞一身う瞬一一・醜

　　　　　　　　Lep

；　，．　’．　．　＝：　一1！’　；一’b　（E，　一一1　一ft3i’　一一）　’｛20p　一　sin　2ep）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…’　（4）

　　　　　　　＝＝a，，｝／（Eg－1ら，／μ）　　・・…・・・・・…　…一…　一…・・……　…・一………　……一一・・…　　（4つ

創し『『

　　　　　　YTn！ニダ”試2θp－sln　2∂p＞／2π＝等債相五コンダクタンス

　　叉陽極回路は磯振周波緻存こ同調してみる故，陽極インピ・・一ダンスは獲振周波数即ち基擁破に封

して純抵抗となる．之を陽極抵抗Rノ，とすれば，A’pは回路の實効9に：比例し，叉タンク回路肖身の

損失を省略すれば員ll｛∫抵抗に比擁する．・

　　今

　　　　　　・・…，：急≒傷一反結合係翠1契

とすれば，　（2）式より

干　　　　　　　l
戟f◎　i　　　　　；

　i　3　1亀　3’御Tr；「る廊i幽…一iξ6鳳

1 島　　i　　l　　l　　」　　・

o卸綴攣壕　　　　酢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「



　　　　　　　　　　　　　　　電力獲慰きの登荷と崩プ灘の關係　　　　　　鷲

　　　　　　　砺で翫誕％一∴一一・・…・一・一一・・……一一…・一・…（51

　　　　　　　ちF藷㌔三巴仏“ド禍（k一ナ）一一・…一・（・〉

　　　　　論諦（∴ガ縣骨継・（E’J’．）ili．）’…1’’’’”　（7）

禽（7＞式は

　　　　　　　k一害＋砺｝R，

なる爽振條件よりも求めることができる．

　　故に出力」9は

　　　　　　　P…鉱㍉遼，㌫搬讐〃δゼー・・一一一∵・・…・一一…（s、

枢し　θ7）は（7｝式より　Rp力玄與えられれば求められる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，　格子岳萸央，　倉旨率

　　Tankの法∫鱗によAしば

　　　　　　　船・♂葛1一・

但し甲

　　　　el、・・＝陽極電邸瞬時で直

　　　　eg　：＝＝格了・電岬1瞬調寺植

　　　　ig　：格了・電流瞬時ll歳

　　　　　δ　＝二眞察艇；の電極補1造に：よる定数

　　　　e　＝・J電流分配比

　　　　　ω帥0に於てel・一三・両極葡1澱・椰i）・・戸E…r・（甚三格』r電胴献㈲（身写2鰺照）

とし，そのとぎ（ノ：）：放射電流を1“、，陽極電流を煽，，、，格子電流をノtimとすれば

　　　　　　　砺一論葬翫㍉蓋．一…・…・……一…・・一一…（・）’

　　但し

　　　　　　　伽瓢傷欝瓢δ4無　！一…．…．一＿一，…一（、。、

　　　　　　　砧娼（・一÷）（・一・，）　1



12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無　　部　　貞　　一一

　　今格子電流波形を第3岡の如き三角波と綴定すれば

　　　　　　；：＝1：：二物1：；二9）　…一…〈11＞

　　　　　　eo　＝　Eil　cos　（ot－Ee

eg　＝：　Oのときig＝0なる故，ω’＝Ovのときeg　＝一　Oとすれば砺は

格子電流流通角のi／，，に：して

　　　　　　COS　Ov　＝Ec／Ev　’’’’’’’’’’’’’”E’’’’’’”‘’’”一”・a一’’”　（12）

故に絡ア損失Pりは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3圏銘子電流波形

　　　　　　Pv　：＝：　t2’lii；”　S一’Oolivev　r一　一t／1’i一　SrmOeo」v7n　（1　＋　’ill）vt’　’）　（Est　cogL　ot　一　llRc）　do）t

　　　　　　　＋叢一∫簿（　　　　　　　（ot1－　　　　　　　Oil）（恥一恥

　　　　　　　一辱（1ヂ泌一讐瑞一・一…一…一・…一（・3）

叉格子準均電流如は

　　　　　　feo　＝＝　ltimeo／2rt

故：に格子漏洩抵抗に於ける損失Pvlは

　　　　　　Pel：：：Ecllgo　”　“la？neeEc／2f　’’’’’’”i’’’’’’’’’’’’’’’’’’”・・・・…　L・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　L・　（14，）

叉格子損失と柵瀟蜥抗損失との和7・は

　　　　　　恥撃上彦轡一一・・一一…一・一・………一…15＞

但し

　　　　　　砺＝垂1笥雛ず盆

　　而して（8）式で求めた田力の中一一部は三振電力として格子損失及び格子漏洩抵抗損失に：失わ身し

る故，眞の出力Pノは

　　　　　　P／r一＝P一一Pり一1）vl

となる、

　　次に陽極不均電流ftlは（4）式をフーリエの級数に：より求むれば



　　　　　　　　　　電力獲振器の資荷どfT｛力等の關係

　　　　　ム読∫㌦（瑞一斜畑副一丁

　　　　　　　　一〇ジ

　　　　　一聖（lre　ww一　，F2）　　　　　　　／e）（・叫一両・醐・一…一　　σ6）

故に：陽棚入力P編は

　　　　1’it　＝：’；．　loEn＝　’untl，iL一一　Ep　（Zt　一　一一tlt’）　（sin　Op－Op　cos　0？））　En　・・・・…一…’・・一＋一・　（17）

　　　　　　諭（瓦一久う剛レ帆…一一一…一一…（17i）

陽極損失1）tは

　　　　Pt　：：一，　P；，，．　一　pt

又能率吻は

　　　　ド燈㌃翫

　　　　　　　　　　　　　　　　3．　例

　使用眞室管をSNi57とすれば

伽＝：2000μ笛μ＝240，叉δは測定の結果に：よれば，δ≒1。8。

13
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14　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒　　蔀　　貫　　一

圃の如くなり，陽極抵抗小なる程III力左にしてその磁化は急激である．叉格子損失Pvと陽槌銀瓦抗

Rpとの關係も第4圃の如く，陽極抵瓢：小なる程手各’封員失大にしてそのi墜化も出力の場合と同様に

急激であるf能率の關係も第4囲に示してある如く陽極抵抗が小なる程能率はよくなるが，この攣

化は出力の時程著るしくない．

　　術之等の開係は格子電厭の了1三の値が無り大きくなく從って格子電流が小なる範開に因て當ては

まるものである・何となれば・眞の陽極電濁iは（3）式に示したものより絡子毎流を差し弓IV・たもの

であり，叉眞の陽極電流基本波分も（4＞式に示したものより格子電流藁奉波分を3・急し引いたもの

であるからである．故に格子電流が増加してくると之等の關係は可なり和違してくる・第4岡は

Ep。min＝Ey　Tnixまでの範剛を描いてあるが，　El）　mi，1＝＝Ev　tnaxの附近では格了・電流の影響が可なり大

きく，格子電流を考慮に入れた幕際のものと可なり和回してV・る故，陽極抵抗の小なる部分は確か

なものではなV・．

　　　　　　　　　　　　　　III　格子漏漣抵抗・一定なる場含・

　　上蓮のIIの場合では格子漏洩抵抗を適當に加減して格子偏碕電糾1ミを一定に：したときの種々の

關係を求めた．之は一般に格子偏イ奇電痙カゴー定である電力増幅器と比較の意味でもあった．而し實

際の電力獲振器では魯通格子漏洩抵抗一・定である故，次に此の場合に就て述べる。

　　（5）式及び（12）式より

1　　砺論諏欝。戸喩鍔㌘諮・

　　　　．’．　E）＝＝　rr”’r－r’wr＝unua（’i）’i｛‘’…ww一一一：rr’7rL一，’　’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”　（19）

　　　　　　‘’　ptk　（cos　ev　一　cos　Op　＋　cos　0？）／Ltk）

　　　　．’．　p＝＝lll｛2L！nv’　＝　一A’＝”””kr　aT”’”’．．””’E2B’＝”””一一L”；x”i”；’／’x　’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”　〈20）

　　　　　　　　　　　　2RpLtSk2　（cos　ee　一　cos　Op　＋　cos　Op／tttli）E　　　　　　　　　2Rp

蒲して

　　　　　　　　　　　　　　2rr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一”…一・w”一”’’’’’’”w’’””一’一”一　（7）　　　　　　Rノ，＝
　　　　　　　　　yr．　（20p　一　sin　2e？，）　（k　一　1／pe）　，

よりR？，が與えられればOpが求まる。

　　叉Oeは次の如くにして求められる．

　　　　　　瓦一ゐR・一」響。協・・…

但し

　　　　　　砺＝．4幽（1｛i／磁！（エ；・・9．．l！Zi〈！i））

　　　　　　”　・＋・畿著



　　　　　　　　　　　電力一振器の蟹田と田力等の醐汁　　　　　　　‘　　璋

而して

　　　　　4努謙二』4訟盈誓謙デ

　　　　　　　　　　　＝一＝4麺郵譲三編画憂f

　　　∴漏声雛i轍一語r颯’t－s’”一’”’口’〈21）

　即ちRpよりOpを求めた後，（21）式よりOeを求めることができる．叡：に格子漏洩抵抗Rグー

定のとき，陽極抵抗R，，が與えられればθ2，，砺が求まり，（19）式よりEpが求まり（20）ゴしょウP

が得られる．

　叉格子撰・失は

　　　　　為一摯鵬薪CO塑一州欝

格子漏洩抵醤充損失は

　　　　　P・F職論難晶

帯し

　　　　　研削轟雛i藁雛〃1；三ゴ

而して眞の出力Pノは

　　　　　Pノ篇P－Pe－Po　i

叉陽極入力P・iilは

　　　　　・一”艶（・臓）（軸略…θ渦

能率丁、は

　　　　　　　P－Py一乃‘、
　　　　　7，・＝：　”　15，，1”’

　第5嗣は三盛管SN　157，　lt’J，　＝　6000　V，＆瓢3Klg　k＝：O・2としたときの陽極抵わ七Rpに封ず

る出力1γ臨P－1㍉一1）μ格子損失乃及び能率7、の關係を上ゴ℃より求めたものである．工i．ヒの場合

はIIの場舎と剛文封に｝揚極抵抗が塘・す’馬出ゾ」，格．予損失・能率共t・dr・屈す・

　樹以．．1：の結果も手各．予電流小なる範1細こ：於・て！飼1二するものであり，第5Mほ1ら、磁・・」らm執までの

範剛を示してある故，陽駆抵抗の大なる二痔ll分は實際の物と多少屈違している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　第5圖／？v・＝31CC）の揚合

　　　　　　　　　　IV　陽極電流＝放射電流一格子電流とした場合

　　前蓮の如く嚴密に言えば（3）式のipは陽libsl電流ではなくて放射電流であり，眞の陽極電流は

之から格子電流を差し．引いたものである．

　　即ち

　　　　　　ト櫓一．貸う（c・・ω・一士）諏（・土拶1）

此の基本波分はフre一リエの級数により

　　　　　　畑号1：》（1’Jy　一一　1’；1’　　　　　　　Xx）一酬一翻
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　　　　　　　　＝一a2’；一一　（Ev　一　一一“ii’　）　（20，　一sin　zc　o，〉一　2xib：’，n　（i一，．，　o，）
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等債親五コンダクタンスam！は

　　　　　嬬骨偏．普oL塾11二1鵠1㍍野盆｝

陽極抵抗1～1）は

　　　　　Ri）　：　：　？；，；7nva，，　i－T－iY－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ltr，
　　　　　　　瓢伽「研匹醐迦雫濡郵）｝’”　（24）

　　即ち格．∫㌔電流を考慮したときは同じ野駆抵抗でも而らざる時に：比しOpは大なる驚となる．

　　　　　　　　　　　　1．格子漏洩抵抗一定なる場合

　　（III＞（ノ）ゴ易イ｝とi司イ’濠に：4◎式：力勺戊りll｝：’二つ．

　　　　　　．蝋卵i（場1醜鍋一＝：・・…〃一一一・一一…一…・鋤

IY〈’1こ（2：t／｝（23＞（24・）trkよりR，，ノC」，が輿えられればOp，　Oyカ；求められる．

放に

　　　　　　　　　　　　　　　ノ砺　　　　　　Il：i）　：／：：

　　　　　　　　　μゐ：CりSθグー　CCS　01，＋C・S耐μの

より荘月極囚獄が求まる．

　　SN蛎7，　k＝0．2，　Ru瓢3KJ2，5K52，10　K∫3の場介の陽極抵1）七：封陽極電穫¢端縁係を，L式より求

めれば第6岡に示”づ句：如くなる．之より明らか　　Ep　（w

なる如く陽極鼠抗塘加と共に陽極電臆は急激

に：上昇し飽和状態に：なる．飽和の理由は陽極

抵抗が塘し賜極電塵が壇：hliすると丁子電陣ミの

慮の蔀分が墳し，格子電流が増加するために

陽極電流が格子電流ク｝だけ減1少して，陽極抵

抗と陽漣電流の積である陽纏電1選は除ウ麺イ｛二

しないためである。

　　爾置dl面＝一t馬購x｛こなるときの陽協抵

抗及び陽駆霜：岬ミの殖は1も＝・13K2では沢ノ、臨

：llKま～，ノll」：ttt一・5230　V，1㍉tt　ttt／51〈S2では1～P．’／・

113．5Kρ，1らβ黙5355V，1～ゾ司OKρではR，1　　　　　　　　　　盆〆んω

　＝19．2K・2，　Epr一＝5娼5Vとなる。即ち格了骸｝｝　　　　第6圃　陽極霊騰と陽㌻亟抵抗との關係
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洩抵抗の縦なる程小なる陽極抵抗でEl川、i，＝Eg麟に達し，その時の陽燧電盤はRoの小なる税低

v、値となる．叉7Tl）罵6000　V即ち直流電嬢に等しい値に達する陽極抵抗はRg＝3KJ2では55．2

K9，1～9　・＝　5　K：9でぼ80．3　K9，　Ro　＝＝　IO　K9ではユ14　K：ρである．即ち格子漏洩抵抗小なる程小な

る陽櫨抵抗でEp＝6000　Vに達す・

　　≡次に出力PはE2，が求まればP＝

Ep？／2Rpより求めることができる．但し

之は（H）（III＞の場合と異り眞の出力で

ある．

　　SN　157，ゐ＝＝0．2，　Rp＝3K2，5K二9

10K9の時の出力と陽極抵1完との關係は

第7魍に示す如くになる，之より明らか

なる如くある陽極抵抗にて最大出力が

得られる．之は大恥1ら廟。≒Eo　ma。の

勲の附近である．而も此のII：1力最大の黒ili

は格子漏洩抵抗が小なる稚1揚極抵抗の

小なる方に移動する．面心の時出力の値

は格子漏洩抵抗の小なる稚大きくなる

ことが分る．出力最大，ep．　YGより小なる陽極

抵抗では出力は急激をτ：減少し，大なる陽

極抵抗では島々に減少する．その惣山は

陽腿抵抗小なる範幽では前知の如く陽

極抵抗と共に陽極電歴が急激に，i＝昇し，
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第7圖　出力と1鰯亟抵抗との關係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　P瓢費，ツ2左pの式より分る如く分子が自乗で急激に：上昇す

る結果，出力も急激に増加することになる．他方陽極抵抗大なる範團では前述の如く陽極電腿は甘

々飽和一回になウ，出力は｝llギ回腸極抵抗iこ逆比例する結果除kに減少することになる．紛その山の

形は格子漏洩抵抗大なる程エi三滑になる．

　　叉格了・損ヲセは（III）（つ場合と同雀濠に

　　　　　　為一婦讐蕩姻必一ム書磐

格子漏洩抵抗損失も同様に

　　　　　　1乙μ・t／一．t：Iti，，，L’Ot；1．1之ご1μが

SN　157，ゐ／一t．L　O．2，πゾ…3K：”，　J「xr　i？，：IOK∫2のときの橋・』∫・1員失の｛絹係は弟8岡に示す如くになる。

之より明らかなる如く陽極抵抗必）塘ジ陶に從い格．」㌦損．夫も壇すが，ある値以上では飽不ll欺態になる．
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　　　　　　　　　　．聖二目〉

　　　　　　簗8團　童子棋失と陽極抵抗との關係

陽極損失Plは

　　　　　　Pe：：：：P伽一君

　　　　　　　　　　　　　　　　19．

而してEp　n、i，1＝Eo　，naxの時の格子損

失と飽和朕態の時の格二1顎失との比

は，1㍉謡3Kρでは約O．6J「，　Rg＝5

K2では約0．78，1～g調10K：ρでは約

0．92である．叉格子損失の値ほ格子

漏洩抵抗の小なる稚大である。

　　次に入力Pi　・iは

　P虐π瓢EB（JpondJgn）

　　・・一・　E」」｛聖琢（・一÷）

　　　　（蝿二θpc・蛎）」劉

SN　1・57，　k＝＝O．2，　Rσ灘3K9，5K：9，1OK2の時の陽極抵1）ヒと陽極損失の立直は第9岡に示づ如く

なる．之より明らかなる如く陽極損失にも短点1’〔が存在する．この最大黙は1らη漁／Eg，。。。≒10の

附近である，即ちμ1力最大の鐵llより陽極抵抗の露なる｝鮎である．その騨；は格子漏洩抵抗の小なる程

陽極抵抗小なる方に移動する．叉陽極損失の値はヰ各・子漏洩抵抗の小なる程大である．而して此の由

の形は極めてシャーwプであり，ある陽極抵抗以上で蝦三滑になる．
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第9圏

　　Rp　c’　h’n　）

陽極損失と陽闘氏抗との鰍係

能…率ηは

　　　　・㍉下酉翫η1戸・磁弱1拓一・



L，e，

SN　157，　k　＝　O．2，　R，，　＝＝　3，K£，　5　KP．

10　K9の三つの場合の關係は第10

岡に示す如くなる．此の場合も出

力，陽極損失の如く最大値が存在

する．此の最大黙はEp、漁／島n，ax

≒0．5の附近であり，心力最大の黙

より陽．極抵抗の高なる所である．

共の卿はり大なる陽極抵i抗では能

率は除・々に減少し，小なる陽極抵

抗では急に減少する・又その由の

形は格子漏洩抵抗の大なる程7卜滑

である．　能率自身は格子海｝洩抵抗

の小なる程悪いが蝕り大きな違い

はなv・．叉能率最大藝蕪は格子漏洩
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　　　第10國能率と陽極抵抗との島｝1係

抵抗の小なる稚陽極抵抗の小なる方に：移動する．

　　　　　　　　　　　　　　　2．格子偏偽電墜一定なる場合

　　（II）に於ては陽極電流＝放射電流と椴定した時の．關係を求めたが，實際は格子電流を典1奪視する

ことはKJ，1＊ミない。
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故に⑳（24吸び⑳式t’cより，E，，・Rpが與えられれ1賜講が求まる・そこで万・煎⑳式

より，出力1）はP＝Ep2／2Rl）より求めることが出來る・

格子損失は

　　　　　　君ノ・君量墜璽ユ二

塁子游｝洩抵抗慣失は
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　　　　　・一入圖換．（Ec一　Ei’う（・an　tl））　一　（1？，ト劉

SN　157・ゐ瓢0・2・Eσ篇200　Vの時の陽極抵抗と出力及び格子損失σ）關係は第11岡の如くなる．こ

こで注意すべき事はある陽極抵わ七で出

力が二つ存黙する事である．出力の曲

線に所々印してあるのは共の製iの格子

三三抵抗の植である．絡．了一沁｝洩抵抗の

大なる時は格子電流が小に［．て．格子

漏洩抵抗の小なる時は格子電河ごが大と

なり共の積が…・定となる，同じll易極抵

抗でも格子漏洩抵抗の小なる方が出力

格子損失共に：遙かにプ〈きV、．又此の曲

糸泉から（分る事はEc嵩200　V＝＝一一ぜ，Eと

した時の絡子涜：｝洪1抵抗と出力との關係

は格子漏洩抵抗小なる稚出力大となる、

が，ある黙に最ヲく値がある．格．了・損失

も出力と細務～の墾イktt　‘するが格子渥｝洩
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第U圃瑞欝200Vの場合共の二

抵抗揖格了・損失のlt［・Slt系に最大職は無く，格了・漏洩抵抗小なる程）三子損一失大である．

　　　　　　　　　　　　　　3．EP　mi、」　E．1。a．　x＝12なる三千

　　實際の装置に於て，格点・電～冠己が多く流れ格・．子損失の大る事は望ましくない．格子電流は：砺而、ノ

E．nuaxの小なる二大となる故，賜m副1云ノtnt　X瓢1。2志度に設計するのが四通である．此の時は
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損失及び陽極損失は腸右艇抵抗小なる毬大となる．而して共の憂イヒは腸虐躯抵抗小なる部分で急激であ

る．叉格子損失は出力te　i一ヒし充分小である．能率は反封に陽極抵抗ノ1・なる程小であるがその攣化は

綾慢である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　V　結　　　　論

　　眞察管の特性を直線的とし，格子電流波形を三角波と假定した時電力獲振器の陽極門馬即ち員

荷と出力，格子損失，陽極損失，能率の關係は次の如くなる．

（1）格了学麟洩抵抗一定なる場’合

　　（a）陽極電流＝・・一放射電流とした閉合

　　陽極抵抗が増翻するに從い出力；格子損失，能i率共に凹凹する．

　　（b）陽極電流＝放射電流一格了・電流とした場合

　　出力，ll易極損失，能糊粘に最：大値がある．

　　而して出力最大の鮎はEp　ii｝i，・fE：，　rllax≒：1の附近にあり，陽極損失最大の黙はEp　min／賜臆x≒

10の附近にあり，能率最大の鐵はlt’P　11ii／Eft　tnax≒O．5の附近にある．而して山の形は陽極損失が1縫

もシャープで，次に出力，能率が最もフラットである．格子損失は陽極抵抗と共に増し，ある値以

上で飽和する．

（2＞；格子編箭電歴～定なる場合

　　（a）陽極電流瓢放射電流とした場合

　　（1）の場合と反刀に陽極抵葺ラヒが減少する程出力，二協予損失，能野選に冥加する．

　　（b）陽極電流＝放射電湯己一格子電流とした場合

　　楕子漏洩抵抗が二つの異りたる値で格子偏｛山野歴が一一・定となり，小なる格了・漏洩抵批で出力，

格予損失共に遙かに大となる．格子漏洩抵抗平なる学究では陽極抵抗i1戎少と共に出力，格了・損失糟

加し．格子漏洩抵抗小なる範陰1では反勤の闘係になり．出力には山がある．

、（3）β，帥／1云β職＝12にして陽極電流＝放射電流一絡子電流とした場合

　　出力，陽極損失，格子損失共をこ陽極日揮抗が滅下するに從V・塘加するが，能率は反封である．

　　絡りに臨み本研究に繕冒して種々御指導下さいました淺見敏授並びに松本敏授に興しまして深甚

なる謝意を蓮；べる次第です．


